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はじめに

このマニュアルでは、Solaris 9 オペレーティング環境を実行中の Sun Fire 15K シス
テムおよび Sun Fire 12K システムへの動的再構成 (DR) ソフトウェアのインストール
についての説明とともに、DR に関する補足情報を記載しています。

お読みになる前に
このマニュアルは、UNIX® システム、特に Solaris™ オペレーティング環境ベース
のシステムでの作業経験を持つ Sun Fire のシステム管理者を対象にしています。こ
のような経験がない場合は、まずこのシステムに付属の Solaris ユーザーおよびシス
テム管理者向けマニュアルを読み、UNIX システム管理のトレーニングの受講を検討
してください。

UNIX コマンド
このマニュアルには、UNIX® の基本的なコマンド、およびシステムの停止、システ
ムの起動、デバイスの構成などの基本的な手順の説明は記載されていません。

基本的なコマンドや手順についての説明は、次のマニュアルを参照してください。

� 『Sun 周辺機器 使用の手引き』

� Solaris オペレーティング環境についてのオンラインマニュアル

� 本システムに付属している他のソフトウェアマニュアル
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書体と記号について

シェルプロンプトについて

書体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、画面上のコン

ピュータ出力、コード例。

.login ファイルを編集します。

ls -a を実行します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力と区別

して表します。

マシン名% su
Password:

AaBbCc123
またはゴシック

コマンド行の可変部分を、実際

の名前や値と置き換えてくださ
い。

rm filename と入力します。

rm ファイル名 と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、節、または、

強調する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照。

この操作ができるのは「スーパーユー
ザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキ

ストがページ行幅をこえる場合
に、継続を示します。

% grep ‘^#define \
  XV_VERSION_STRING’

シェル プロンプト

UNIX の C シェル マシン名%

UNIX の Bourne シェルと Korn シェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #
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関連マニュアル

コメントをお寄せください
弊社では、マニュアルの改善に努力しており、お客様からのコメントおよびご忠告を
お受けしております。コメントは下記宛に電子メールでお送りください。

docfeedback@sun.com

電子メールの表題にはマニュアルの Part No. (816-7246-10) を記載してください。

なお、現在日本語によるコメントには対応できませんので、英語で記述してくださ
い。

用途 タイトル Part No.

Sun Fire 15K システム用 
System Management 
Services (SMS) 1.2 ソフト

ウェア

『System Management Services (SMS) 
1.2 Dynamic Reconfiguration ユーザー
マニュアル』

816-4680-10

Sun Fire 15K DR ユーザー

情報

『Sun Fire 15K Dynamic 
Reconfiguration ユーザーマニュアル』

816-4679-10

Sun Fire 15K のインス

トール計画

『Sun Fire 15Kシステムサイト計画の手

引き』

816-2184-10

Solaris オペレーティング

環境のインストール

『Solaris 9 9/02 日本語版 製品概要』 816-7212-10

Sun Fire 15K/12K DR 
ユーザー情報

『Sun Fire 15K/12K Dynamic 
Reconfiguration ユーザーマニュアル』

816-7250-10

Sun Fire 15K/12K システ
ム用 System Management 
Services (SMS) 1.2 ソフト
ウェア

『System Management Services (SMS) 
1.2 Dynamic Reconfiguration ユーザー

マニュアル』

816-7251-10
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第 1 章

Sun Fire 15K/12K Dynamic 
Reconfiguration ご使用にあたって

この章では、Sun Fire 15K サーバー上での Dynamic Reconfiguration (DR: 動的再構
成) に固有の情報として、以下の項目について説明します。

� 新たに使用可能となった Sun Fire システム
� DR の既知の制限事項
� Dynamic Reconfiguration (DR) のバグ

新たに使用可能となった Sun Fire シス
テム
動的再構成は、Sun Fire 15K システムに加え、Sun Fire 12K システムでも動作するよ
うになりました。Sun Fire 12K システムには、最大 9 個のシステムボード (SB0 ～ 
SB8 および IO0 ～ IO8) を装着可能です。Sun Fire 12K システムについては、以下の
マニュアルを参照してください。

『System Management Services (SMS) 1.2 Dynamic Reconfiguration ユーザーマニュ
アル』(Part No. 816-7251-10)

『Sun Fire 15K/12K Dynamic Reconfiguration ユーザーマニュアル』(Part No. 
816-7250-10)
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DR の既知の制限事項
Sun Fire 15K システムで動作する、現バージョンの Dynamic Reconfiguration (DR) 
ソフトウェアには、以下のような機能上の制限事項があります。

DR の制限事項
� DR は入出力ボード上ではサポートされません。ただし、入出力ボード上で hPCI 

カードをホットプラグすると、入出力容量を動的に再構成することができます。
同一のドメイン上でホットスワップ操作を行っているときには、psradm(1M) コ
マンドを使用しないでください。

� ドメインにある Max CPU システムボード上では、DR 操作を実行しないでくださ
い。

� STMS が有効になっているボード上で、常時メモリーを再構成する DR 操作を実行
しようとすると、その操作は拒否されます。

Dynamic Reconfiguration (DR) ソフト
ウェアのバグ
Dynamic Reconfiguration (DR) ソフトウェアの既知のバグを以下に示します。

SC のフェイルオーバー中に、コマンドの再発行
がタイムアウトする (BugId 4643724 と 4645703)
操作対象のドメインがアドレスまたは応答バスの縮退モードにあるときに、システム
コントローラ (SC) 上でフェイルオーバーが行われた場合には、そのドメインを非縮
退モードに設定しようとすると、再発行タイムアウトの dstop コマンドが送信され
ます。

回避策: ありません。
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大容量メモリー構成になっているドメインで 
memscrubber プロセスが休止しない (BugId 
4647808)

起動時またはその後の DR 操作時のいずれかにおいて、ドメインが大容量メモリー 
(340GB 以上) を使用できるように構成されている場合には、12 時間ごとに 60 ～ 90 
分間、特定のシステムロックがスレッド取り消しメモリーによって独占されます。
DR 操作でいずれかのウィンドウを通じてドメインのメモリーを構成または再構成し
ようとしても、システムロックが解放されるまで、その DR 操作はハングアップしま
す。この理由で DR 操作がハングアップしている間は、他の DR 操作もすべてハング
アップします。

回避策: この問題は、発生しても 90 分以内に自動的に解消されます。ただし、起動前
に /etc/system ファイルに set memscrub_span_pages = 0x3000 というコマ
ンド行を追加しておくと、この問題を完全に回避することができます。

DCA でネットワーク接続の失敗が検出されない 
(BugId 4628314)

DCA では、DR コマンドをハングアップさせる可能性のあるネットワーク接続の失
敗が検出されません。

回避策: 遠隔 DR コマンドの addboard(1M)、moveboard(1M)、
deleteboard(1M)、rcfgadm(1M)、または showdevices(1M) のうちで、ハング
アップしたと思われるコマンドがあれば、それを終了します。

メールボックスのフレームワークで障害が発生す
る (BugId 4525439)
DR コマンドを実行すると、“WARNING: reply timed out and Mailbox framework 
failure.” というメッセージが表示されることがあります。

回避策: 操作を再試行します。
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